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重要なお知らせ

下記の注意事項を守らないと火災・感電などにより 
死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

充電式電池が液漏れしたときは
充電式電池の液が漏れたときは素手で液を触らない。
液が本製品内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐ
に水道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてくださ
い。液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐに
きれいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談
してください。

運転中は使用しない。
自動車、オートバイ、自転車などの運転をしながらヘッ
ドホンを耳に装着して使用したり、細かい操作をした
りすることは絶対におやめください。交通事故の原因
になります。

周囲の音が聞こえないと危険な場所では使用しない。
踏切りや駅のホーム、車の通る道、工場現場などでは、
周囲の音が聞こえないと危険です。
そのような場所では使用しないでください。
事故やけがの原因となります。

内部に水や異物を入れない。
水や異物が入ると火災や感電の原因になります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに電源を切り、本
製品に接続しているものをはずし、ソニーの相談窓口
またはお買い上げ店にご相談ください。

油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場所では使用しない。
上記のような場所で使用すると、火災や感電の原因と
なります。

分解や改造をしない。
火災や感電、事故の原因となります。
内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソ
ニーサービスステーションにご依頼ください。

乳幼児の手の届かないところに置く。
イヤーピースなど小さな部品は飲み込む恐れがあるの
で、乳幼児の手の届くところに置かないでください。
万が一飲み込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原
因になるため、ただちに医師にご相談ください。

本製品を布団などでおおった状態で使用しない。
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因と
なることがあります。

雷が鳴り出したら、本体やUSBケーブルに触れない。
感電の原因となることがあります。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
家財に損害を与えたりすることがあります。

大音量で長時間続けて聞きすぎない。
耳を刺激するような大きな音で長時間続けて聞くと、聴
力に影響を与えるおそれがあります。
特にヘッドホンで聞くときにはご注意ください。
呼びかけられて返事ができるくらいの音量で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎない。
突然大きな音がでて、耳をいためることがあります。特に
ヘッドホンで聞くときにはご注意ください。
ボリュームは徐々に上げましょう。

肌に合わないと感じたときは使用しない。
肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医師
またはソニーの相談窓口、お買い上げ店にご相談くださ
い。

使用中に気分が悪くなった場合は使用を中止する。
本製品を使用中に気分が悪くなった場合は、すぐに使用を
中止してください。

本製品を航空機内で使用する場合は、客室乗務員の指示に
従う。
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそ
れがあります。

本製品を医療機器の近くで使用しない。
電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に影響を与
えるおそれがあります。満員電車などの混雑した場所や
医療機関の屋内では使用しないでください。

本製品を心臓ペースメーカーの装着部位から22 cm以上
離す。
電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれ
があります。

本製品を自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近く
では使用しない。
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそ
れがあります。

 安全のために
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故の原因と
なります。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。「スタート
ガイド」と「重要なお知らせ」、「ヘルプガイド」には、事故を防ぐための重要
な注意事項と本製品の取り扱いかたを示しています。よくお読みのうえ、
本製品を安全にご使用ください。お読みになったあとは、いつでも見られ
るところに必ず保管してください。

安全のための注意事項を守る

「スタートガイド」と「重要なお知
らせ」、「ヘルプガイド」の注意事項
をよくお読みください。
「重要なお知らせ」は、安全上の注
意事項を記載しています。今回お
買い上げの機器には当てはまらな
い内容も含まれています。

定期的に点検する

コネクタなどにほこりがたまって
いないか、故障したまま使用して
いないか、イヤーピースがヘッド
ホンにしっかり取り付いているか
などを点検してください。

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、本製品
が破損しているのに気づいたら、
すぐにお買い上げ店またはソニー
サービスステーションに修理をご
依頼ください。

万一、異常が起きたら

変な音・においがしたら、煙が
出たら、液漏れしたら



	パソコンと接続している場合は、
USBケーブルまたはUSB端子を抜
く。

	お買い上げ店またはソニーサービス
ステーションに修理を依頼する。

警告表示の意味
スタートガイドおよび本製品では、次のような表示をしています。表示
の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・破裂な
どにより死亡や大けがなどの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりするこ
とがあります。

注意を促す記号 
     

行為を禁止する記号
     

行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと、火災・感電・破裂など
により死亡や大けがなどの人身事故が生じます。

火の中に入れない。

温度が非常に高いところで充電したり、放置しない。
ˎˎ 火のそば
ˎˎ 暖房器具の近く
ˎˎ 炎天下で窓を閉め切った自動車内（とくに夏季）な
ど

本製品の各端子のそばにコイン、キー、ネックレスなど
の金属類を置かない。
本製品の端子が金属とつながるとショートし、発熱す
ることがあります。

本製品に強い衝撃を与えない。
本製品には強い衝撃や過度の力を与えないでください。
モデルによっては、画面表示部にガラス素材を採用してい
ます。
欠けや割れが発生するとけがの原因になります。
その場合には直ちに使用を中止し、破損部には手を触れな
いようご注意ください。

不安定な場所に置かない。
ぐらついた台の上や傾いた場所などに置かないでくださ
い。
落下してけがの原因となることがあります。

本製品は、国内専用です。
海外では国によって電波使用制限があるため、本製品を使
用した場合、罰せられることがあります。

使用上のご注意
本製品は、ランニングやジョギング、ウォーキングなどのトレーニングや
アクティビティのサポートを主な目的としたスポーツデバイスです。	医
療行為、研究、実験、また精度を要する業務・専門的な計測には使用できま
せん。

本機の使用について
	‒ 人が多い場所や周囲の音が聞こえないと危険な場所などでは使わないで
ください。
	‒使用施設のルールに従ってご使用ください。
	‒滝や川などでの遊泳中は使わないでください。

防水性能について 
本製品は、JIS/IEC保護等級（IPX5/IPX8*）相当の防水仕様となっています。
水泳など水の中でお使いいただく場合は、以下のことにご注意ください。
	‒必ず最適なサイズの水泳用イヤーピースを使用し、本製品をしっかりと
装着してください。**
	‒ 水の中でご使用の際は、Bluetooth機能および一部の計測機能（心拍、気
圧、GPSなど）は正しく動作しません。
*	 当社試験条件において、水泳用イヤーピースを装着し、水深2.0	mに30	分沈めた状態で製
品に故障がないことを確認しています。

**	イヤーピースが耳に密着していないと、隙間から水が入り、音が聞こえにくくなることが
あります。左右適切なサイズのイヤーピースをお選びいただき、しっかりと装着してく
ださい。水が入った場合には、耳に入れる部分を下にして手のひらに当て、5～ 10回程
度軽く叩くように水を抜いてください。それでも改善しないときは、イヤーピースを外
したうえ、本製品を乾いた布に当て、さらに5～ 10回程度軽く叩くように水を抜いてくだ
さい。

無線の周波数について
本製品が使用している周波数は、他の無線機器でも使用していることが
あります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意
してご使用ください。

2.4 GHz機器使用上の注意事項
本製品の使用周波数は2.4	GHz帯です。この周波数帯では電子レンジ等
の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等
で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特
定の小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運
用されています。
1.	 本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないこと
を確認してください。

2.	 万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、
速やかに本製品の使用場所を変えるか、または本製品の運用を停止
（電波の発射を停止）してください。
3.	 不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニーの相談窓口まで
お問い合わせください。

この無線製品は2.4	GHz帯を使用します。変調方式と
してFH-SS変調方式およびその他の変調方式を採用
し、与干渉距離は10	mです。

本機の取り扱いについて
以下のような場所に置かないでください。
	‒直射日光があたる場所や暖房器具の近くなど温度が非常に高いところ変
色したり、変形したり、故障したりすることがあります。
	‒ダッシュボードや、炎天下で窓を閉め切った自動車内（とくに夏季）

本機を廃棄するときのご注意
本製品に内蔵されている充電式電池はリサイクルできます。こ
の充電式電池の取りはずしはお客様自身では行わず、「ソニーの
相談窓口」にご相談ください。（「ソニーの相談窓口」の連絡先は	
	「本製品について詳しくはこちら」に記載されています。）

静電気に関するご注意
空気が乾燥する時期に耳にピリピリと痛みを感じることがありますが、こ
れは本製品の故障ではなく人体に蓄積される静電気によるものです。静
電気の発生しにくい天然素材の衣服を身に着けていただくことにより影
響が軽減されます。

温度上昇について
充電中または充電直後に本製品が一時的に温かくなることがあります。ま
た、大量のデータを転送した場合も、一時的に温かくなることがあります。
しばらく放置してください。

心拍の計測、トレーニングにつ
いて
本製品における「心拍」の表現について
一般的に、不整脈や期外収縮などがない場合、「脈拍数」と「心拍数」はほぼ
同じと言われています。そのため、「脈拍」を計測することにより、運動量
の計測や「心拍数」を目安にしながら行う“心拍トレーニング”を手軽に行う
ことができます。
本製品では、内蔵センサーが耳から「脈拍」を計測し、その結果を運動量の
計測や“心拍トレーニング”に活用しますが、お客様にわかりやすくお伝え
するため「心拍」という表現を使用しています。

トレーニングについて
体調と安全に十分ご注意のうえ、無理せずにトレーニングを行ってくださ
い。トレーニング中に身体の異変を感じた場合は、ただちにトレーニング
を中止し医師に相談してください。
健康面に何らかの問題や不安がある場合は、事前に医師へ相談のうえ、ア
ドバイスを受けてください。
また、本製品には様々なバリエーションのトレーニングメニューが用意さ
れており、各メニューは、それぞれのトレーナーなどによる考え、理論に基
づいて構成されておりますが、いずれの方法も一つの目安と考え、無理せ
ず自分に合ったトレーニングを行ってください。



Bluetooth
通信方式：Bluetooth標準規格	Ver	4.0
出力：Bluetooth標準規格	Power	Class	2
最大通信距離：見通し距離	約10	m*
使用周波数帯域：2.4	GHz帯（2.4000	GHz	-	2.4835	GHz）
対応Bluetoothプロファイル：A2DP、AVRCP、HFP/HSP、SPP
対応コーデック：SBC/AAC
*	 通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変わる場合があります。

インターフェース
USB
Hi-speed	USB（USB2.0準拠）

マイク
内蔵モノラル

ヘッドホン出力
周波数特性：20	Hz ～ 20,000	Hz

動作温度
5	℃～ 35	℃

本製品の動作環境
ˎˎ OS*
Microsoft	Windows®	8.1、Windows®	8.1	Pro、Windows®	8、Windows®	
8	Pro、Windows®	7	SP1以降(Starter/Home	Premium/Professional/
Ultimate)、Windows	Vista®	SP2以降(Home	Basic/Home	Premium/
Business/Ultimate)、Mac	OS®	X	v10.6以降
*	 標準インストールOSのみサポート

ˎˎ CPU：1	GHz以上（パソコンでビデオ再生は2.6	GHz以上推奨）
ˎˎ メモリー：1	GB以上（Windows	8	64ビットは2	GB以上推奨）
ˎˎ インターネット接続環境（推奨）：Internet	Explorer	7以上
ˎˎ 自作PCは動作保証対象外
ˎˎ Windows	OSのパソコンをお使いの場合は、本体メモリーに内蔵された
Media	Goをインストールしてご使用ください。SonicStage	Ver.5.1以前の
バージョンでは、本製品を認識することはできません。

再生できるファイルの種類
MP3
ビットレート：32	-	320	kbps（可変ビットレート（VBR）対応）
拡張子：.mp3
サンプリング周波数1)：32、44.1、48	kHz

WMA2)

ビットレート：32	-	192	kbps（可変ビットレート（VBR）対応）
拡張子：.wma
サンプリング周波数1)：44.1	kHz

ATRAC
ビットレート：48	-	352	kbps（66/105/132	kbpsはATRAC3）
拡張子：.oma
サンプリング周波数1)：44.1	kHz

リニアPCM
ビットレート：1,411	kbps
拡張子：.wav
サンプリング周波数1)：44.1	kHz

AAC2)

ビットレート：16	-	320	kbps（可変ビットレート（VBR）対応）	3)

拡張子：.mp4、	.m4a、	.3gp
サンプリング周波数1)：8、11.025、12、16、22.05、24、32、44.1、48	kHz

1)	 全てのエンコーダーに対応しているわけではありません。
2)	 著作権保護された音楽ファイル（音楽ダウンロードサイトからダウンロード購入した楽
曲や「着うたフル」「着うたフルプラス」など）は本機で再生することはできません。

3)	 サンプリング周波数によっては規格外および保証外の数値も含みます。

ライセンスおよび商標について
ˎˎ Smart	B-Trainer、B-Trainerはソニー株式会社の商標または登録商標です。
ˎˎ Google	PlayとAndroid™はGoogle	Inc.の商標です。
ˎˎ OpenMG、ATRAC、ATRAC3、	ATRAC3plus、ATRAC	Advanced	Lossless
およびそれぞれのロゴはソニー株式会社の商標です。
ˎˎ ウォークマン、WALKMAN、WALKMANロゴはソニー株式会社の登録商標
です。
ˎˎ 12	TONE	ANALYSISおよびそのロゴはソニー株式会社の商標です。
ˎˎ Microsoft	およびWindows、Windows	Media、Windows	Vistaは、米国
Microsoft	Corporation	の米国およびその他の国における登録商標、または
商標です。
ˎˎ IBMは米国International	Business	Machines	Corporationの登録商標です。
ˎˎ Apple、MacおよびiTunesは米国および他の国で登録されたApple	Inc.の商
標です。
ˎˎ Apple、	Appleロゴ、	iPhone、	iPod、	iPod	touch、	iTunes、	Mac、	iOS及び
OS	Xは、米国および他の国々で登録されたApple	Inc.の商標です。	
「iPhone」の商標は、アイホン株式会社からライセンスを受け使用していま
す。	
App	StoreはApple	Inc.のサービスマークです。
ˎˎ「Made	for	iPod」「Made	for	iPhone」とは、それぞれiPod、	iPhone専用に接
続するよう設計され、アップルが定める性能基準を満たしているとデベロッ
パによって認定された電子アクセサリであることを示します。アップルは、
本デバイスの機能および安全および規格への適合について一切の責任を負い
ません。本デバイスをiPod、又はiPhoneと共に使用すると、ワイヤレス機能
に影響を及ぼす可能性があります。
ˎˎ 対応iPhone/iPod	
Bluetooth技術は、iPhone	6、iPhone	6	Plus、iPhone	5s、iPhone	5c、
iPhone	5、iPhone	4s、iPhone	4、iPhone	3GS、iPod	touch（第4、第5世代）
に対応しています。
ˎˎ Pentiumはアメリカ合衆国および/またはその他の国におけるIntel	
Corporation	の商標です。
ˎˎ Bluetooth®ワードマークとロゴは、Bluetooth	SIG,	Inc.の所有であり、ソニー
はライセンスに基づきこのマークを使用しています。
ˎˎ Sony	Entertainment	Networkおよびそのロゴはソニー株式会社の商標で
す。
ˎˎ N-Markは米国およびその他の国におけるNFC	Forum,	Inc.の商標または登
録商標です。
ˎˎ「 」は、フェリカネットワークス株式会社の登録商標です。
ˎˎ その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録
商標あるいは商標です。なお、本文中では、	マークは明記していません。
ˎˎ 本デバイスはドルビーラボラトリーズの米国および外国特許に基づく許諾商
品です。
ˎˎ 本製品はFraunhofer	IISおよびThomsonのMPEG	Layer-3オーディオコー
ディング技術と特許に基づく許諾製品です。
ˎˎ「着うたフル」「着うたフルプラス」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテ
インメントの登録商標です。

心拍トレーニングについて*

ˎˎ 心拍トレーニングとは
心拍トレーニングは、心拍数を活用したトレーニングです。運動中
の心拍数を見れば運動の強度がどのくらいかがわかります。心拍数
を使いトレーニングの強度を管理、コントロールすることで、より効
率的で安全なトレーニング効果が得られます。

ˎˎ 効率的で安全なトレーニング
設定心拍数の相違によって向上する効果内容が異なります。目的や
目標を達成するためのゾーンを意識したトレーニングを行うこと
で、最小限の努力で最大限の効果を狙うことを目的としています。
また、心拍数を管理してトレーニングを行うことで、過度なトレーニ
ングを予防する効果もあります。

ˎˎ 目標心拍の考え方（カルボーネン式）
	‒ 目標心拍数（拍／分）＝運動強度×（最大心拍数－安静時心拍数）＋
安静時心拍数
	‒ 最大心拍数＝220－年齢により推計
※最大心拍数とは、運動の強度に対応して上昇していく心拍数が、こ
れ以上上がらなくなるという上限を指し、上述次の式から推定する。
（ただし本来は運動負荷試験を行い、実際に測定して得られるもので
ある。）
※運動強度　0～ 100%で換算

ˎˎ 運動強度に基づくゾーニングの考え方（カルボーネン式に基づく運
動強度）
Zone1：	 有酸素運動ゾーン（およそ50‐ 65%）	

脂質代謝向上、血圧コントロールなどに有効。
Zone2：	有酸素＋無酸素運動ゾーン（およそ65‐ 80%）	

心肺機能、全身持久力の強化になどに有効。
Zone3：	無酸素運動ゾーン（およそ80‐ 95%）	

限界的な運動強度、競技力の向上などに有効。
※全米スポーツ医学界（ACSM）ガイドラインより

ˎˎ 心拍トレーニングにはさまざまなバリエーションがある
心拍トレーニングは、各トレーナーなどによって運動強度のゾーニ
ングや目標心拍を算出する方法にバリエーションがあります。いず
れの方法でも、一つの目安として考え、無理をせずに自分にあったト
レーニングを行うことが大切です。

ˎˎ 安全に配慮して活用する
現在、健康上なんらかの問題のある方は、必ずかかりつけの主治医や
医療機関への相談のもと、アドバイスを受けてトレーニングを行っ
てください。また、心拍トレーニングにおいても無理をしないこと
が怪我の予防や体力健康の向上に繋がります。

*	 本文は、坂本静男氏（早稲田大学スポーツ科学学術院教授	2015年1月現在）監修によるも
のです。“Smart	B-Trainer”アプリケーションにて設定することができるベーシックト
レーニングメニューの心拍トレーニングは、この監修をもとにつくられています。

主な仕様
質量
約43	g

防水仕様
IPX5/IPX8*
*	 詳しくは「防水性能について」をご覧ください。

容量
16	GB*
*	 計測データの保持・管理、楽曲や音声データの保持・管理などで使用できる合計容量です。

電源
内蔵リチウムイオン充電式電池使用
USB電源（同梱のUSBクレードルを接続して、パソコンから供給）

充電時間
約1.5時間*
*	 パソコンのUSBコネクタから充電の場合

電池持続時間について
記載の設定・条件下において連続動作をしたときの目安です。
本製品の設定や動作状態、使用状況や周囲の温度などによって電池の持続時間
は異なります。
トレーニングメニュー動作中
ˎˎ GPSオン
	‒ Bluetoothオン：約3時間
	‒ Bluetoothオフ：約4.5時間

ˎˎ GPSオン（スタミナ）
	‒ Bluetoothオン：約3.5時間
	‒ Bluetoothオフ：約5.5時間

ˎˎ GPSオフ
	‒ Bluetoothオン：約4時間
	‒ Bluetoothオフ：約6時間

音楽再生のみ
ˎˎ GPSオン
	‒ Bluetoothオン：約3.5時間
	‒ Bluetoothオフ：約5時間

ˎˎ GPSオフ
	‒ Bluetoothオン：約6時間*
	‒ Bluetoothオフ：約13.5時間

*	 A2DPによるストリーミングモード時

内蔵センサー
ˎˎ GPS
ˎˎ 心拍*
ˎˎ 加速度
ˎˎ ジャイロ
ˎˎ 電子コンパス
ˎˎ 気圧
*	 詳しくは「心拍の計測、トレーニングについて」をご覧ください。

計測可能データ
ˎˎ 心拍数1)

ˎˎ 消費カロリー（"METs"法を用いて算出しています）	2)

ˎˎ 距離3)

ˎˎ 時間
ˎˎ スピード2)

ˎˎ ペース2)

ˎˎ ピッチ2)

ˎˎ 歩数2)

ˎˎ ストライド2)

ˎˎ 走行ルート4)

ˎˎ 高度（気圧の変化を計測することで算出しています）	5)
1)	 詳しくは「心拍の計測、トレーニングについて」をご覧ください。
2)	 ラン、ジョギングやウォーキングなどにおいて計測が可能です。それ以外の運動や移動
方法、動作状態によっては正しく算出されないことがあります。

3)	 ラン、ジョギングやウォーキングなどにおいて計測が可能です。それ以外の運動や移動
方法、動作状態、GPSの受信状況によっては正しく算出されないことがあります。

4)	 GPSの受信状況によっては正しく計測・表示できないことがあります。
5)	 気圧の変化を測定することで算出しているため、天気や気温、外気圧の変化など外部環境
の変化により正しく算出されないことがあります。また高度の絶対値設定が困難なため、
一つの目安としてご利用ください。

個人情報の収集について
1.	許諾ソフトウェアの使用開始に伴い、許諾ソフトウェアが、指定デバイ
ス、許諾ソフトウェア、許諾ソフトウェアに関連するコンテンツ、対象外ソ
フトウェア、及びお客様によるそれらの使用に関する次の各号に揚げる情
報（以下「本情報」といいます）を、収集し、ソニーに送信することがありま
す。ソニーは本情報を本条の規定に従い使用又は保管するものとし、お客
様個人を特定する目的では使用しません。但し、特定の許諾ソフトウェア
使用時に別途条件が提示され、お客様に同意を頂いた場合には、本情報の
使用又は保管はかかる別途の条件に従います。
(ア)自動的に生成される指定デバイスの	ID番号	
(イ)指定デバイス及びその構成部分の稼働状況	
(ウ)指定デバイス、許諾ソフトウェア、許諾ソフトウェアに関連するコン
テンツ又は対象外ソフトウェアの構成情報	
(エ)指定デバイス、許諾ソフトウェア、許諾ソフトウェアに関連するコン
テンツ又は対象外ソフトウェア、若しくはそれらの使用状況、使用頻度
情報（お客様がどの機能を稼働状態にしたか及び関連する統計データを
含みます）	
(オ)許諾ソフトウェアの使用場所などの位置情報

2.	ソニーは、本情報を下記の目的（以下「本目的」とします）のために、法律
の定めに従い、保管、使用又は開示できるものとします。	
(ア)指定デバイスの機能及び指定デバイス使用時に発生するエラー又は
バグの管理	
(イ)許諾ソフトウェアのアップデート版	/アップグレード版を提供する
ための許諾ソフトウェアの機能の管理	
(ウ)	ソニー、ソニーの関連会社又は第三者の提供する製品、ソフトウェア
及びサービスの開発・性能向上
(エ)ソニー、ソニーの関連会社又は第三者による、製品、ソフトウェア及
びサービスに関する情報の提供
(オ)ソニー、ソニーの関連会社又は第三者による、位置情報に基づく製
品、ソフトウェア及びサービスの提供	
(カ)適用法令等の遵守

3.	ソニーは、本情報を次に定める条件に従いソニーの関連会社及び第三者
に開示できるものとします。	
(ア)ソニーは、本目的の遂行のために、本情報をソニーの関連会社と共有
することができるものとします。ソニーの関連会社とはソニーがその
総株主の議決権の	50%以上を直接又は間接に有する法人（法人でない場
合は、ソニーが当該事業体の事業方針の決定に対して重要な影響を与え
ることができる事業体）をいいます。	
(イ)ソニーは、本目的の遂行のために、ソニー又はソニーの関連会社が、
指定デバイス、許諾ソフトウェア、許諾ソフトウェアに関連するコンテ
ンツ又は対象外ソフトウェアに関して取引を行っている又は将来行う
第三者に本情報を開示し、共有できるものとします
(ウ)ソニーは、政府機関から又は法令に基づいて開示の要求がなされた
場合、又は許容される範囲において、違法行為、犯罪行為その他の問題行
為から、苦情、クレーム、申立を調査し、ソニー又は第三者の権利を守る
ために、本情報を保有し、利用し、警察・政府機関を含む第三者に開示す
ることができるものとします。

4.	本情報は、お客様の居住国外に送信され、処理、保管されることがありま
す。本情報はお客様の居住国外でソニー又はソニーが当該業務を委託す
る第三者によって処理されます。それらの国においては、データ保護及び
プライバシーに関する法律の保護がお客様の居住国の法律と同等でない
場合、本情報に関するお客様の権利が制限されることがあります。ソニー
は、本情報に対する不正なアクセスや漏洩を防ぐための適切な技術的措置
を講じ、体制を維持すべく合理的な努力を致します。但し、ソニーは、かか
る措置や体制により、不正アクセスや情報漏洩が生じないことを保証する
ものではありません。

5.	本契約又は許諾ソフトウェアの使用に関し、ソニーがお客様の個人名、
住所、電話番号又は	E-mailアドレスなど、個人を特定する情報を収集する
場合、ソニーは収集する情報及び目的を明示の上、別途お客様の同意を頂
くものとします。ソニーは当該同意を頂く際に提示する条件及びソニー
のプライバシーポリシーに従い、かかる情報を使用するものとします。ソ
ニーのプライバシーポリシーについては、http://www.sony.co.jp/
privacy/をご参照下さい。	なお、お客様が第三者のソフトウェア又はサー
ビスを使用し当該第三者に何らかの情報を提供する場合には、当該第三者
が提示するプライバシーポリシーをご確認下さい。

本製品について詳しくはこちら
本製品の使い方など詳しくは“Smart	B-Trainer”オフィシャルホームペー
ジをご覧ください。

http://smartsports.sony.net/b-trainer/

修理のご相談はこちらの窓口にても受け付けております。
修理相談窓口
http://www.sony.jp/support/b-trainer/repair/
フリーダイヤル：0120-222-330
携帯番号・PHS・一部のIP電話：050-3754-9599
FAX：0120-333-389
ソニー株式会社　〒108-0075　東京都港区港南1-7-1

http://www.sony.co.jp/privacy/
http://www.sony.co.jp/privacy/

